
クイックサブミット                         

クイックサブミット機能では、クラスを作成せずにレポートを提出し、オリジナリティレポートをチ

ェックすることができます。 

注意点としては、クイックサブミットを使用した場合提出したレポートは必ず標準レポジトリに保存

されます。 

標準リポジトリにレポートが保存されると、将来 Turnitin に他のユーザよりレポートが提出された

場合、保存されたレポートの内容がオリジナリティチェックのために比較されます。他のユーザには

類似性のみが告知され、レポート自体の内容は公開されません。 

レポートの保存を避ける場合は、クラスを作成しレポートを提出する方法をお勧めします。 

 

クイックサブミットへアクセスする 

クイックサブミットを利用するために、ユーザー設定ページでクイックサブミットを有効にします。 

 

（ステップ） 

 

① クイックサブミットを有効にするには、まず講師のホームページ上で 「ユーザー情報」 リンクをク 

     リックします。 

 

 

 

 

 

② 設定ページで 「クイックサブミットをアクティブ化」 のプルダウンメニューから 「はい」 を選択 

    します。 「提出」 をクリックし、この設定変更を保存します。 
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レポートを提出する 

  

① 講師ホームページに 「クイックサブミット」 タブが表示されます。このタブをクリックしてクイックサ 

  ブミットの受信箱へアクセスをします。 

 

 

 

 

 

 ②  クイックサブミット受信箱の右上の 「提出」 をクリックします。 

 

 

 

 

③ 提出されたレポートを照合するデータベースを選択します。 

 

利用可能なソースは、以下のとおりです： 

・いま現在オンライン上にあるもの及びアーカイブ化されたインターネット情報のデータベース 

・以前に Turnitin に提出された提出物のデータベース 

・ジャーナル、定期刊行物、ならびに出版情報のデータベース 

 

 

 



参照する情報源の左横チェックボックスをクリックし、オリジナリティレポート検索の情報源を選択

します。 

「提出」をクリックすると、レポート提出ページに進みます。以降のプロセスは、上記の「レポート

を提出する」で説明されている提出プロセスと同様です。 

 

 


